
　

　
宇
都
宮
市
議
会
自
由
民
主
党
議
員
会
会

長
の
黒
後
久
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
わ
が
会
派
の
26
名
の
議
員
は
、
宇
都
宮

市
議
会
の
最
大
会
派
と
し
て
、
そ
し
て
与

党
と
し
て
、
全
力
を
傾
け
議
員
活
動
に
日
々

邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
民
の

皆
様
に
わ
が
会
派
の
活
動
を
ご
報
告
し
、

ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
声
を
今
後

の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う

と
始
め
た
こ
の
「
夢
・
う
つ
の
み
や
」
も

丸
二
年
と
な
り
、
今
回
第
10
号
と
な
り
ま

し
た
。
わ
が
会
派
で
は
、
「
夢
・
う
つ
の

み
や
」
の
発
刊
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
、
開
か
れ
た
市
議

会
を
目
指
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
　
政
治
へ
の
関
心
が
低
い
と
さ
れ
て
い
る

昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
活

動
を
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
政
治
へ
の
関
心
が
高
く
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
51
万
市
民
の
負
託
に
応
え
、

幸
せ
で
豊
か
な
生
活
を
市
民
の
皆
様
が
送

れ
る
た
め
に
、
思
い
や
り
の
あ
る
市
政
の

実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



　
―
国
の
動
向
も
見
え
て
き
た

中
で
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
小

児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
助
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

桜
井
保
健
福
祉
部
長
　
国
に
定

期
接
種
化
と
自
治
体
へ
の
財
政

支
援
を
働
き
か
け
て
き
た
。
臨

時
国
会
で
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
13
歳
か

ら
16
歳
ま
で
の
女
子
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
及
び
小
児
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
０
歳
か
ら

４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が
、
自
己

負
担
な
し
で
接
種
で
き
る
よ
う
、

接
種
費
用
の
費
用
助
成
を
行
う

自
治
体
に
国
が
２
分
の
１
を
補

助
す
る
補
正
予
算
が
成
立
し
た
。

市
と
し
て
は
、
年
度
内
に
、
自

己
負
担
な
し
で
接
種
で
き
る
よ

う
、
今
議
会
に
補
正
予
算
案
を

追
加
提
案
し
た
い
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
新
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

②
予
算
化
要
望
に
掲
げ
た
施
策
・

事
業
の
推
進
に
つ
い
て

・
公
共
交
通
網
の
整
備
充
実
に

つ
い
て

・
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
の
整
備

に
つ
い
て

・
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
つ
い
て

・
市
長
の
公
約
関
連
に
つ
い
て

③
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
の
推

進
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
土
曜
日
授
業
の
実
施
に
つ
い

て
②
小
中
一
貫
教
育
に
お
け
る
授

業
時
数
増
加
に
つ
い
て

③
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

　
―
子
育
て
の
悩
み
を
一
人
で

抱
え
る
な
ど
、
よ
り
き
め
細
か

な
家
庭
教
育
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
親
に
対
し
て
、
家
庭
教

育
の
立
場
か
ら
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

伊
藤
教
育
長
　
子
育
て
の
悩
み

を
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
人

な
ど
に
対
し
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
家
庭
教
育
支
援
が
必
要
。
今

年
度
よ
り
３
年
か
ら
５
年
を
め

ど
に
、
地
域
の
中
で
孤
立
し
な

い
た
め
の
親
へ
の
細
や
か
な
支

援
や
親
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
し
な
が
ら
子
育
て
家

庭
を
支
え
る
「
家
庭
教
育
サ
ポ

ー
タ
ー
」
を
各
小
学
校
区
ご
と

に
配
置
で
き
る
よ
う
、
１
５
０

名
を
目
標
に
養
成
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

�
平
成
23
年
度
予
算
に
つ
い
て

◆
環
境
行
政
に
つ
い
て

①
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

つ
い
て

③
生
物
多
様
性
保
全
の
推
進
に

つ
い
て

④
も
っ
た
い
な
い
運
動
の
今
後

の
展
開
に
つ
い
て

◆
産
業
政
策
に
つ
い
て

①
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て

②
森
林
資
源
の
積
極
的
な
利
活

用
に
つ
い
て

③
競
輪
事
業
に
つ
い
て

◆
道
路
整
備
に
つ
い
て

◆
新
し
い
形
式
の
墓
地
の
整
備

に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
教
育
の
情
報
化
の
推
進
に
つ

い
て

　
―
救
急
医
療
に
関
す
る
市
民

の
意
識
醸
成
を
図
る
た
め
、
市

民
の
救
急
医
療
の
適
正
受
診
を

促
進
す
る
方
策
を
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

佐
藤
市
長
　
平
成
22
年
度
上
半

期
の
救
急
搬
送
人
員
は
８
、
０

４
０
人
で
前
年
同
期
に
比
べ
７

５
１
人
。
10
・
３
％
増
加
し
て

い
る
が
、
昨
年
６
月
に
稼
動
し

た
「
二
次
救
急
医
療
体
制
」
に

お
い
て
円
滑
に
稼
動
し
て
い
る
。

し
か
し
、
救
急
搬
送
人
員
の
約

５
割
が
軽
症
で
あ
り
、
今
後
も

「
適
正
な
二
次
救
急
医
療
体
制
」

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
救
急

医
療
に
対
す
る
市
民
一
人
ひ
と

り
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
。
「
宇
都
宮
市
救
急
医

療
対
策
連
絡
協
議
会
」
に
お
い

て
、
救
急
医
療
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
に
併
せ
「
標
語

を
活
用
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
」

や
「
市
民
が
医
療
の
現
場
を
見

学
す
る
こ
と
」
も
有
効
で
は
な

い
か
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
適
正
受
診

に
つ
な
が
る
よ
う
よ
り
効
果
的

な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

◆
認
知
症
高
齢
者
対
策
の
推
進

に
つ
い
て

◆
市
街
地
総
合
再
生
計
画
に
つ

い
て

◆
農
業
者
の
育
成
に
つ
い
て

◆
自
転
車
の
ま
ち
の
推
進
に
つ

い
て

◆
家
庭
教
育
の
手
引
き
に
つ
い

て

　
―
岡
本
駅
西
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
金

な
ど
の
財
源
確
保
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
ま

た
、
区
域
の
東
側
の
地
区
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
、
見
解
を
伺

う
。
佐
藤
市
長
　
本
事
業
は
、
合
併

時
の
重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
岡
本
駅
周
辺

の
魅
力
あ
る
拠
点
形
成
を
図
る

た
め
、
駅
西
口
広
場
や
道
路
、

公
園
、
下
水
道
な
ど
一
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
。
国
の
経
済
対
策
補
正
予

算
に
お
い
て
も
国
庫
補
助
金
の

追
加
要
望
を
行
う
な
ど
、
積
極

的
な
財
源
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
東
側
地
区
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
末
よ
り
仮
換

地
に
向
け
個
別
交
渉
を
進
め
て

い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い

て
◆
子
供
政
策
に
つ
い
て

◆
産
業
振
興
・
観
光
交
流
に
つ

い
て

①
中
心
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

い
て

②
北
関
東
自
動
車
道
路
を
活
用

し
た
誘
客
に
つ
い
て

◆
農
業
政
策
に
つ
い
て

①
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
つ
い
て

②
競
争
力
の
あ
る
農
業
づ
く
り

に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
学
校
２
学
期
制
に
つ
い
て

②
地
域
学
校
園
に
つ
い
て

十
二
月
定
例
会
一
般
質
問
（
抜
粋
）

　
よ
り
き
め
細
や
か
な
家
庭
教
育
支
援
を

十
二
月
定
例
会
一
般
質
問
（
抜
粋
）

　
市
民
の
救
急
医
療
適
正
受
診
の
促
進
を



　
宇
都
宮
市
議
会
は
、
12
月
定
例
会
で
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
73
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
全
額
公
費
助

成
に
伴
う
事
業
費
と
し
て
３
億
５
４
４
万
５
千
円
、
小
中
学
校
耐

震
化
の
事
業
費
７
億
８
、
８
９
９
万
９
千
円
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
鶴
田
第
２
土
地
区

画
整
理
事
業
、
宇
大
東
南
部
第
１
土
地
区
画
整
理
事
業
、
岡
本
駅

西
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
感
染
症
の
予
防
及
び
罹
患
し
た

場
合
の
重
症
化
防
止
の
た
め
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
全
額
公
費
助

成
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
こ
れ

ま
で
子
宮
頸
が
ん
予
防
等
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
化
、
公
費
助
成
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
市
民
の
健

康
に
か
か
わ
る
課
題
に
目
を
向
け
、

力
を
注
い
で
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
現
在
、
宇
都
宮
市
の
小
・
中
学

校
の
耐
震
化
率
は
61
％
。
耐
震
化

工
事
が
必
要
な
昭
和
56
年
以
前
の

建
築
で
未
実
施
が
、
校
舎
で
81
棟
、

体
育
館
で
39
棟
も
残
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
22
年
２
月
末
現
在
）

　
学
校
施
設
は
子
ど
も
た
ち
が
一

日
の
大
半
を
過
ご
す
活
動
の
場
で

あ
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
時
に

は
地
域
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て

も
使
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
、
小
中
学

校
併
せ
て
10
校
（
14
棟
）
の
耐
震

化
工
事
が
今
年
度
事
業
に
追
加
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
耐
震
化
率
が

73
％
に
な
り
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
引
き

続
き
小
中
学
校
耐
震
化
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。



　宮島町十文字南西角に位置する大手

地区は、事業協力者の候補が参加を表

明し、大きく前進。

　また、事業に対する権利者の合意形

成も進みつつあり、市でも早期の都市

計画決定を目指し支援していく。

　パルコの西側に位置するバンバ地区

は、権利者で構成するまちづくり協議

会で、施設計画案の検討が進められて

いる。

　また、権利者の合意形成も進みつつ

あり、早期の事業化に努めていく。

　一部の権利者からの事業化に対する

理解が得られていない状況。

　今年度は、再度、全ての権利者の個

別意向調査を実施し、その意向を踏ま

えながら、事業計画案の検討を進め、

合意形成を図っていく。

意 見 書

　厳しい経済環境の中、特に地方では、中小企業の経営悪化

が深刻な問題となっています。そのため、12月定例会で国に

対する「切れ目ない中小企業支援及び金融支援策を求める意

見書」を採択しました。

　私たち自由民主党議員会では、政府に対し、地場産業を中

心とする中小零細企業への支援を強く求めていきます。

〈抜粋〉

　中小企業を取り巻く環境は，消費の低迷などにより，依

然厳しい状況にあることから，切れ目ない中小企業支援及

び金融支援策を早急に決定・実施するよう，国に強く要望

するため，意見書を提出しようとするものであります。

記

１．中小企業の資金繰り支援策として，2010年度末（2011

年３月）で期限切れとなる中小企業金融円滑化法と緊急

保証制度を再延長し，保証枠を拡大すること。

２．成長分野の事業に取り組もうとする中小企業を支援す

るため，官民ファンド（産業革新機構）を有効に活用し，

リスクマネーの提供を積極的に行うこと。

３．2011年度税制改正における法人税率引き下げの財源確

保は，中小企業に配慮した検討を行い，租税特別措置の

見直しによって増税となる場合は，負担緩和策を講じる

こと。

　宇都宮市では、51万都市にふさわしい、活力と

魅力ある中心市街地の形成を図るため、昨年３月

に策定した「中心市街地活性化基本計画」に基づ

いて、市街地再開発事業をはじめとする活性化事

業に取り組んでいます。

　今回、12月定例会でのわが会派議員の一般質問

に対する市長答弁から、進捗状況を取りあげまし

た。市街地活性化事業に関し、皆さまの声をお寄

せ下さい。積極的に取りあげてまいります。


